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21年の購入量をコロナ禍前（17～19年平均）と

比較すると、1.9％増に留まっている。これに

対して、豚肉、鶏肉は、牛肉同様に21年は前

年比で減少したが、コロナ禍前と比べて、そ

れぞれ6.6％増、9.6％増と高い伸びとなった。

内食需要は継続しているが、牛肉については

家計消費に陰りが出始めたことがうかがえる。

2　推定出回り量は 2年連続で減少
こうしたことから、牛肉の推定出回り量

（注2）
は、

20年は前年比1.9％減、21年は2.4％減となった

（第２表）。需要減退分が輸入牛肉の減少とな

り、実際の輸入量をみると、20年は2.5％減少

した。21年は、反動で一時的に増加したが、

前年比で2.6％減となった。出回り量について

も、国産の変動幅が小さいなかで、輸入が大

きく減少した。一方、豚肉、鶏肉は、国産、

輸入ともに21年は増加し、とりわけ輸入鶏肉

の増加（前年比11.3％増）が顕著である。

1　牛肉需要の新たな変化
新型コロナウイルス禍におけるインバウン

ドを含む外食への影響が長期化し、また海外

経済の回復等に伴う外部環境の変化を受け、

国内の牛肉需要は大きく変動している。

外食産業の動向について、一般社団法人日

本フードサービス協会の調査によると、牛肉

消費に関連がある焼肉業態の売上は、2020年

は前年比10.9％減少した。21年は9.2％減とな

り、コロナ禍前の19年と比べると、22.5％も

減少した。22年に入ると緊急事態宣言で売上

が大きく落ち込んだ前年の反動で売上増に転

じたが、19年比で、１月は9.8％減、２月は

26.4％減、３月は14.6％減となっている。した

がって、コロナ禍前に国内消費の３割
（注1）
を占め

ていた外食全体での牛肉需要は、減少が継続

しているものとみられる。

コロナ禍において需要をけん引してきたの

は家計消費であった。家計調査をもとに、牛

肉の購入量をみると、20年前半は前年比２割

ほどの高い伸びとなり、その後も増加が継続

し、20年は前年比9.9％増と大きく増加した

（第１表）。21年は反動減（6.2％減）となった。
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コロナ禍の長期化がもたらす牛肉需要の変化

20年 21 22年
1～2月期 20年 21 22年

1～2月期
牛肉
豚肉
鶏肉

9.9
8.6
11.0

△ 6.2
△ 1.9
△ 2.6

△ 9.3
△ 0.5
1.2

牛肉
豚肉
鶏肉

8.7
8.6
12.4

1.9
6.6
9.6

△ 0.9
7.8
10.5

資料 総務省「家計調査」
（注） 二人以上の世帯。コロナ禍前は17～19年の平均。

第1表　 家計での牛肉等の購入数量の変化
（前年比・前年同期比増減率）
 （単位　％）

（コロナ禍前比増減率）
 （単位　％）

20年 21
推定
出回り量

前年比
増減率

推定
出回り量

前年比
増減率

牛肉 92.4 △ 1.9 90.2 △ 2.4

　 国産
輸入

33.0
59.4

2.2
△ 4.0

32.5
57.7

△ 1.4
△ 3.0

豚肉 181.8 0.4 184.3 1.4

　 国産
輸入

91.3
90.5

2.3
△ 1.4

91.9
92.5

0.6
2.2

鶏肉 219.9 0.3 227.1 3.3

　 国産
輸入

165.4
54.4

1.5
△ 3.2

166.5
60.6

0.6
11.3

資料 農畜産業振興機構Webサイト

第2表　 食肉の推定出回り量の変化
（単位　万トン、％）

農林中金総合研究所 
https://www.nochuri.co.jp/



農中総研　調査と情報　2022.5（第90号） 7

3　輸入牛肉の価格上昇が内食に影響
牛肉需要の減退の要因として、外食での需

要回復が見込めないこと、また21年に入ると

世界的な牛肉需要の回復とサプライチェーン

の混乱等で国際相場が上昇し、家計消費が変

化したことが挙げられる。

輸入牛肉の小売価格（東京）は21年５月から

前年比増加に転じ、10月から10％超と高騰し、

21年度は前年比7.0％増となった（第３表）。家

計での牛肉消費量の半数近く
（注3）
を占める輸入牛

肉の価格上昇で、安価な豚肉、鶏肉の消費が

拡大した。国産豚肉、鶏肉も価格は上昇して

いるが、牛肉との価格差が大きいため、内食

での牛肉利用が敬遠されている。

足元で、世界的な商品市況や円安を背景に、

国内への輸入価格の上昇による食品全般への

価格転嫁が本格化している。またウクライナ

情勢の緊迫化で、さらなる価格上昇が見込ま

れている。

先行き不安からくる低価格・節約志向から、

第１表に示すように、22年１～２月期の家計

での牛肉購入量は、前年同期比で１割程度減

少している。コロナ禍前と比べてみても、

△0.9％となり、鶏肉（10.5％）、豚肉（7.8％）と

は対照的な動きとなっている。

4　和牛の需給変化に注目
今後とも食品の輸入価格が高水準で推移す

るとの見方もあるなかで、安価な食肉へのシ

フトが加速し、牛肉需要の低迷が常態化して

いく可能性もある。

こうした需要変化を受け、高価格である和

牛需給について考えると、高級部位を中心と

した輸出が好調であること、20～22年度まで

実施される「和牛肉保管在庫支援緊急対策事

業」を活用し、小売での安価販売が可能なこ

とで、コロナ禍においても和牛肉の全体的な

需給バランスが保たれてきた。

外食での需要減退が長期化し、家計では高

価格な食品を受容する余地がなくなり、各種

施策に支えられてきた和牛需要への影響が懸

念される。また、生産面では配合飼料価格が

高騰し、肥育経営の経営環境は厳しくなって

いる。これらを踏まえた和牛需給の動向につ

いて、引き続き注目していく必要がある。
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（注 1）日本食肉流通センター（2020）の18年度の需給
構成割合の推計値。需要量全体に占める外食向け
は、国産牛肉22％、輸入牛肉38％。

（注 2）推定出回り量は、農畜産業振興機構公表の推
定データ。推定期首在庫に生産量、輸入量を加算
し、輸出量、推定期末在庫を差し引いたもので、
国内消費仕向けで流通した推定数量。

（注 3）日本食肉流通センター（2020）の推計による
と、家計での牛肉消費の48％が輸入牛。

19年度 20 21
小売
価格

前年比
増減率

小売
価格

前年比
増減率

小売
価格

前年比
増減率

国産牛肉
輸入牛肉
国産豚肉
輸入豚肉
鶏肉

899
267
236
153
130

△ 0.3
△ 4.6
1.3
-

△ 3.0

928
266
240
156
129

3.2
△ 0.4
1.7
2.0

△ 0.8

910
284
245
156
130

△ 1.9
7.0
1.8

△ 0.3
1.2

資料 農畜産業振興機構Webサイトに掲載のデータをもとに作成
（注） 1 　データ元は総務省「小売物価統計調査」。
 2 　消費税を含む。東京のデータ。国産牛肉はロース（冷蔵品）、輸

入牛肉は肩ロースまたはもも（冷蔵品）、国産豚肉はバラ、輸入豚
はロース、鶏肉はもも肉。

第3表　 食肉の小売価格の変化
（単位　円／100ｇ、％）
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